










































































































　演奏： 音楽専攻 2 年生 16 名（リコーダー、
声楽、ピアノ）
　朗読：音楽専攻 1年生 18 名
〈2009 年度〉








　演奏： 音楽専攻 2 年生 18 名（リコーダー、
声楽、ピアノ）、
　朗読：音楽専攻 1年生 10 名
〈2010 年度〉








　演奏： 音楽専攻 2 年生 10 名（リコーダー、
声楽、ピアノ）
　朗読：音楽専攻 1年生 15 名
〈2011 年度〉
　日時：2011 年 12 月 1 日（木）18 時開演








　演奏： 音楽専攻 2 年生 15 名（リコーダー、
声楽、ピアノ）
　朗読：音楽専攻 1年生 26 名
〈2012 年度〉





































































































































































































































































　・ 恥を捨てて役になりきることを学んだ。 … 7
　・ 講師（劇団俳優）に手本を見せてもらい、
指導して頂いてとても勉強になった。 … 6
　・ 先輩に朗読の指導をしてもらい、感情や場
面を考えるようになった。 ……………… 6
　・ 朗読劇は、声だけで感情を表現するのでと
ても難しかった。 ………………………… 4
　・ 練習に取り掛かるのが遅かった。……… 3
　・ 朗読の楽しさを知った。………………… 3
　・ 朗読で学んだことを実習や演奏に生かした
い。 ………………………………………… 3
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　・ 練習を積み重ね、失敗を恐れず人前で朗読で
きたことが自分の自信につながった。 … 3
　・ 1・2 年生が一体となり、朗読と音楽で一
つの作品を作り感動した。 ……………… 3
　・ 練習を重ねていくうちに朗読も音楽も表現す
ることが大切であることに気付いた。 … 2
　・ 身近にある具体的な情景や場面をイメージ
して、気持ちを考えて朗読するようになっ
た。 ………………………………………… 2
　・ 朗読を経験して達成感を味わうことができ
て、自分が変わったと実感した。 ……… 2
　・ うまく朗読するのではなく、相手に伝わる
ように台詞を言うことを学んだ。 ……… 1
　・ 友たち、先輩との交流が深まった。仲間の
大切さ、優しさに触れ、支えられた。 … 1
演奏（2年生）
　・ 「ていねいな音楽づくり」「自分たちで作り
音楽を表現する」ことを心がけ、何度も繰
り返し練習をして自分なりに考えて演奏す
ることが大切である。 ………………… 22
　・ もっといい演奏をしたいと思い、皆で話し
合い、考え、朗読で学んだ感情表現などを
演奏に生かすことができた。 ………… 18
　・ 聴いている人に情景が浮かんでくるよう
に、相手に伝わるように意識して表現する
ことを学んだ。 ………………………… 16
　・ 仲間に支えられて自由に音楽を楽しむこと
ができた。 ……………………………… 10
　・ 大げさに表現することや歌うように演奏す
ること、アーティキュレーション、強弱、
音の高低、速さなどをかえることで、表現
が全く異なることを知った。 ………… 10
　・ ホールで大勢の前で朗読や演奏したという
経験、達成感が自信へとつながり、堂々と
できるようになった。 …………………… 9
　・ 協力して皆で一つの作品に取り組み、相手に
感謝することができるようになった。 … 8
　・ 仲間と協力しながら、一つの目標にむかっ
て努力する難しさや大変さを学んだ。 … 7
　・ 表現する難しさと音楽を楽しむことの大切さ
を学び、保育の現場にも生かしたい。 … 7
　・ 1・2 年生が一体となって一つの作品を作
り上げ、達成感を感じた。 ……………… 4
　・ 一人ひとりが責任をもって朗読や演奏する
ことが大事ある。 ………………………… 1
　・ 演奏者と客席が一体となり、感動した。… 1　
5 ．考察
　音楽を専攻したのになぜ朗読をしなければな
らないのかという疑問を抱いた学生は少なくな
かった。ましてや朗読の経験がほとんどない学
生にとって、台詞をどう読めばいいのか皆目見
当がつかず戸惑いの方が圧倒的に多かったよう
である。当然のことながら 1年生の朗読練習を
始めた頃は、ただ何となく活字を読む行為だけ
に留まり、声量は乏しく、活舌も悪く、感情移
入もできない状態であった。動きが全くない言
葉だけの台詞回しに学生たちは戸惑い、どう台
詞を言えばよいのか悩み、全体像もなかなかつ
かめず、自分がどう表現したいかという主体的
なものには及ばなかった。講師の指導を受けて
朗読に対する取り組み方も多少変化はあった
が、まだまだ受け身で自ら考えて台詞を言うま
でには進展しないのが常であった。2年生との
初めての全体練習で、2年生の演奏会に対する
意気込みに触発されて 1年生の朗読に取り組む
姿勢が変わり、ようやく主体的になって皆で意
見を出し合うようになり、何度も台本を読み込
み、場面や情景をイメージし、感情を込めて台
詞が言えるようになっていった。長期間かけて
真伨に作品と向き合い、一つ一つ吟味しながら
妥協することなく作品を仕上げるという完成度
の高さや一つの共同体が心を一つにして作品作
りをするためには協調性だけではなく主体性も
必要であることを体得していったようである。
後半の自主練習を通してお互いに意見を出し合
い、自分では気がつかなかった表現方法などを
模索しながら、一人ではなく仲間と一緒に考え
ながら作品作りをすることで、表現する意欲に
拍車がかかったようであった。
　一方、2年生の演奏では、小・中学校でのリ
コーダーのレベルとは異なり、高レベルの演奏
内容を求められた学生はかなり苦労したようで
ある。運指はもちろんのこと呼吸法やアーティ
キュレーション、フレージングなど朗読と同じ
ように楽譜を読み込んで、どう表現するかが求
められた。ピアノ、声楽においても、普段の実
菊池・吉村・劔持：保育者をめざす学生の音楽表現力の育成について
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技試験のようにはいかず、ステージ発表となる
と要求される内容も高くなった。特にバロック
音楽を演奏した経験が少ないために音楽の解釈
や演奏方法が分からず、学生はかなり戸惑った
ようである。1年生同様、最初は言われるまま
に受け身で演奏していたが、自主練習を機に自
分たちで意見を出し合い、主体的に音楽づくり
に取り組むようになると演奏も徐々に良くなっ
ていった。アンサンブルの難しさも経験し、自
分だけではなく心を一つにして演奏する醍醐味
も経験できたようである。
　9か月という長期にわたり、学生は一つの作
品に時間をかけて練習に取り組んだ。時に辞め
たくなったり、練習が苦になったりとさまざま
な苦労を乗り越え、徐々に主体性や団結力が生
まれ、努力することの大切さや一人ひとりの役
割の大切さを学んだ。そして皆の心が一つに
なっていい作品を作ることの大切さを味わうこ
とにより、表現することへの気付きだけではな
く、達成感、自分自身の自信、他者への感謝な
ど得るものは多かったようである。
6 ．まとめ
　保育者をめざす学生に求められる表現とは、
まず学生が楽譜や台本を熟慮して心で感じ、幼
児の環境や発達段階を考慮しながらイメージを
膨らませて、いろいろな形で表現して幼い子ど
もたちに伝達することである。そのためには、
学生自身が実際に体験して音楽などを楽しむ経
験をすることは必要不可欠といっても過言では
ない。
　音楽を伴わない朗読は、一見音楽とは全く関
係のない分野に思われがちであるが、表現をす
るという観点では共通項がある。実際に朗読を
経験した学生は、表現することの難しさを知
り、台本を読み込んで試行錯誤しながらイメー
ジを膨らませ、どう表現して伝えればよいかを
考えに考えて表現することを意識するように
なった。それは学生の感想からうかがい知るこ
とができたが、演奏会終了後に行われた 1年生
後期の実技試験において、演奏技術だけではな
く表現の工夫がみられるようになったことから
もわかる。また、ステージでの臨場感を味わい、
楽しさや達成感から出てくる自信へとつながっ
たことは大きな進歩であったと推察できる。こ
のように表現することを意識して吟味するよう
になった学生は、音楽においても積極的に表現
して伝えることを意識して演奏することができ
るようになり、演奏表現の幅が広がった。保育
者をめざす学生にとって、とても大事な経験と
なったことは間違いない。音楽に限らず絵本の
読み聞かせや紙芝居、劇などさまざまな表現方
法があるが、子どもたちにどう伝えるかは、や
はり保育者自身が作品の良さを感じることがで
き、それをイメージして表現することである。
　学生にとって今回の音楽と朗読劇は表現を学
ぶ上でとても有益な機会となっていることが明
らかになった。学生たちは音楽と朗読劇を通し
て台本や楽譜をよく読み込み、考え、解釈して
自分たちなりにイメージを膨らませ、そして相
手に伝えることを意識して表現することを学
び、どう表現して伝えるかということに気づき、
考える習慣が身について保育者としての表現力
の向上につながったと思われる。付随して、人
前に出て発表することで度胸がついた、苦労し
て発表した作品で達成感を味わい楽しさを感じ
ることができて自信がついた、先輩後輩の縦の
交流、団結して一つの作品を作る仲間としての
横のつながりなどコミュニケーション等が図ら
れたことも副産物であった。また、1年前に朗
読を経験した 2年生の真剣な演奏を聴いて 1年
生は大いに刺激を受け、自分たちも来年はもっ
といい演奏をしたいという気持ちに拍車をかけ
ている。演奏会を通して先輩から後輩へ継承し
ていく大切さ、縦のつながりも大事にしたい。
これらを踏まえて、今後は身近な先輩や卒業生
からの助言や朗読指導の機会を増やし、早い時
期から自分で台詞あるいは音楽表現を考える意
識を持たせてレベルの高い表現能力を持った学
生を育成すること、合わせて指導する立場とし
ての表現方法の可能性を追求することが今後の
課題である。
注）
（1）　新垣壬敏（2005）『言葉と音楽　朗読は音楽のは
じまり』　教文館　p.21~25
（2）　石塚雄康（1998）『表現法のイメージ　日本語の
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朗読・群読法』　青雲書房　p.13
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